
61

こども食堂研究の動向
──2016年から2020年まで──

野　田　博　也

Ⅰ．はじめに

　本稿の目的は、こども食堂に関わる研究（以下、こど
も食堂研究）のレビューを行い、その成果の全体像を明
らかにすることである。
　こども食堂という名称を掲げた活動が2012年に始ま
り、この活動をいち早く取り上げたのは新聞記事であっ
た。その後、食堂の運営経験者らが中心となって実践の
経験談や成功体験、運営方法等について共有する会合等
を頻繁に開催し、こども食堂の数は急増してきた（e.g.山
田 2015；『社会運動』「特集子ども食堂を作ろう！」
2016；NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク
編 2016；湯浅 2016；飯沼 2018）。全国こども食堂支援
センター・むすびえによる全国箇所数調査によると、そ
の数は2020年10月～12月時点で全国5,000カ所近くに達
している（湯浅 2020）。種々の行動に制約が伴うコロナ
禍においても、方法を工夫して活動を継続する食堂数が
一定以上あることも明らかになった（湯浅編 2020：
142‒9）。
　こうした展開に応じるように、こども食堂の認知は
様々な領域で広がっている。例えば、対人援助専門職の
養成テキストのなかで「子ども食堂」は解説付きで盛り
込まれるようになった（e.g.一般社団法人日本ソーシャ
ルワーク教育学校連盟編 2021）。また、政府や自治体は
補助金交付等を通してこども食堂の開設・運営を促して
きたが、2021年６月に閣議決定された骨太方針2021「経
済財政運営と改革の基本方針2021」でも子どもの支援に
係る項目において「子ども食堂」が取り上げられている。
さらに、こども食堂を舞台とした小説や絵本、映画等も
創作されている（e.g.齊藤 2018；日向・足立 2018；山
口 2020；山川・山花・井上 2020）。
　一方、研究領域における学術的な検討や蓄積は乏しい

といわれてきた（町田・長井・吉田 2018：232；竹中 
2018：52；湯浅編 2020：1）。2018年に学術情報データ
ベース「Cinii Articles」でこども食堂の論文を検索した
竹中（2018）は、「子ども食堂の展開やそれへの注目は
非常に新しい」ことに加え、その論文内容については
「多くが学術誌に掲載された論稿ではなく、単なる実践
報告に留まって」おり「学術的な検討がほぼ無い」こと
を指摘していた（竹中 2018：52）。
　しかし、2020年に刊行された論文では「さまざまな
視点で子ども食堂を捉える試みがなされて」（七星 
2020：15）いると評されるように、この数年のあいだで
こども食堂研究は徐々に進展していることが推察され
る。例えば、日本学術振興会科学研究費助成事業（いわ
ゆる「科研」）では、こども食堂を研究主題に明記する
研究課題が採択されている。具体的には、「地域貢献と
しての『子ども食堂』の意義と役割」（代表者・齋藤美
保子、2017.4～2021.3）、「貧困に起因する健康問題発症
メカニズム解明とこども食堂を介した解決システム構
築」（代表者・黒谷佳代、2019.4～2023.3）、「子ども食堂
が切り開く新たなソシアビリテの可能性」（代表者・成
元哲、2019.6～2022.3）、「子ども食堂の社会関係資本形
成機能」（代表者・平井華代、2020.4～2023.3）、「中学生
の学習支援を目的とした子ども食堂の効果検証と普及に
向けたモデルの構築」（代表者・池田晋平、2020.4～
2023.3）、「子ども食堂の交流拠点機能研究」（代表者・
設樂馨、2021.4～2025.3）等である。これらは、保育学
や社会福祉学、社会学等の複数の領域（審査区分）にわ
たり、研究代表者の肩書も研究員、助教、准教授、教授
と幅広く若手研究者から熟練研究者まで関わってい
る1）。このように、こども食堂が短期的に急増するなか
で、こども食堂に対する研究関心も高まっているように



表１．こども食堂の文献資料

文献資料 （参考）

研究① 1 研究②2 その他3 全体 新聞記事4

2012 ０ ０ ０ ０ １

2013 ０ ０ ０ ０ ２

2014 ０ ０ ０ ０ １(1)
2015 ０ ０ ２ ２ 15(2)
2016 ３ ３ 33 39 160(71)
2017 ６ 11 40 57 203(64)
2018 22 ９ 65 96 199(59)
2019 36 11 35 82 222(58)
2020 28 13 35 76 322(109)
合計 95 47 210 352 1,125(364)

注１　 「研究①」は大学紀要・学会関連刊行物、大学関係者による著作
　２　 「研究②」は雑誌名や発行主体に「研究」（略語含む）を含む資料
　３　 「その他」は「研究①」「研究②」を除く資料
　４　 「新聞記事」は朝日新聞データベース「聞蔵Ⅱ」調べ（「見出

し」 ＋ 「本文」、括弧内は「見出し」記事のみ）（2021年３月31日
アクセス）

出所： 国立国会図書館サーチの検索結果をもとに野田作成（「詳細検索」
で「子ども食堂」「こども食堂」「子供食堂」を検索；同一資料は
削除；2021年３月29日確認）
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思われる。ただし、こうした進展を踏まえた研究成果の
包括的レビューは、管見の限り、実施されていない。レ
ビューが行われていたとしても、総じて専門領域や設定
された研究目的に関係するレビューに限定されることに
なるため、こども食堂に関わる研究全体として研究者が
どのような関心をもち、何を明らかにしてきたのか、ま
た明らかにされていないのか、その輪郭さえ分かってい
ない。
　かかる問題意識をもって本稿ではこども食堂研究の全
体像を捉えたい。以下では、まず、レビュー対象とする
論文を抽出し、内容を整理するための主要なトピックを
示す（Ⅱ）。次に、各トピックに応じて論文の内容を取
りまとめて全体像を捉え（Ⅲ）、その特徴と課題を考察
する（Ⅳ）。最後に、本稿で得た知見を整理して今後の
課題を示す（Ⅴ）。

Ⅱ．資料

１．こども食堂研究の文献資料

　こども食堂を主題とし、2020年までに公表された文
献資料を国立国会図書館サーチで検索した（表１）。全
体を概観すると、文献資料は2015年から刊行され始め、
2020年までの合計は352本であった。この文献資料を、
大学や学会関係の文献資料（「研究①」）、雑誌名や発行
主体に「研究」の用語や「研究」を意味する用語（例：
〇〇研）のある文献資料（「研究②」）、それ以外の文献
資料（「その他」）に分けると、「研究①」と「研究②」
からなる研究論文（以下に同じ）は、2016年から刊行

されはじめ、合計でそれぞれ95本と47本が抽出され
た2）。
　また、研究論文（「研究①」「研究②」）の内容を確認
すると、論文の形式が整っていないもの（e.g.目的や結
論、論拠が不明瞭）、現場の視察や実践の記述的・記録
的な報告、講演記録、研究報告の要旨、修士論文の要旨
等、大学紀要や学会関連の雑誌とはいえ研究論文として
括ることが難しいものも含まれていた。一方で、「その
他」の文献資料のなかには、研究論文での引用回数が複
数以上ある研究者の文献資料（e.g.室田 2017）があっ
た。これらを踏まえ、研究論文（「研究①」「研究②」）
全体から、その形式・構成からみて明らかに研究論文に
は相当しない（と判断できる）文献資料を除外し、か
つ、「その他」の文献資料でも一定程度の引用回数が確
認されたものは追加し、本稿でレビューの対象とする文
献資料（以下、レビュー論文）を選定した。この結果、
本稿のレビュー論文は100本程度となった（参考文献
「⑴レビュー論文」）。
　そのレビュー論文の基本的な特徴を記しておく。まず、
執筆者の専門領域は、社会福祉学や保育学、教育学、社
会学、栄養学、家政学、経済学、経営学、建築学等にわ
たっている。その肩書も教授から大学院生、学部生（教
員との連名）まで幅広い。研究方法は、定量調査や定性
調査を踏まえた研究だけでなく、理論や思想に関わる抽
象的な研究もある。また、地理的文脈を都道府県単位や
市単位に限定しているものも多い。訪問記録の類に括れ
るものもあれば、学会誌等の査読付き論文もあり（e.g.廣
繁・高増 2019a；2019b；岩垣・長瀬・扇原 2020；熊谷 
2020）、学術的水準も異なる。
　なお、今回抽出されなかった文献資料でも、こども食
堂について独自の知見を示すものもある（本稿「参考文
献」「⑵レビュー論文以外の文献資料等」）。これらの文献
資料は、2021年６月上旬（執筆時点）までに発表された
ものを含め、必要に応じて参照した。これ以降、該当す
る文献には「*」を付す（e.g.加藤 2018*；湯浅 2021*）。
２．トピック

　一般的に、学術的な関心や期待される知見は専門領域
によって異なる。このため、同じ事象に関する研究成果
の領域横断的なレビューを企てる場合は、特定の専門領
域に偏らないトピックを立てる必要がある。
　本稿では、特定の専門領域に偏らないトピックを設定
するにあたり、特定の専門領域に依拠しておらず、かつ
包括的な論点を提示している社会活動家・湯浅誠（2021

年度現在、東京大学特任教授、全国こども食堂支援セン
ター・むすびえ理事長）の見解に注目した。実践者によ
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るこども食堂の文献資料は数多く公表されているが、湯
浅はこども食堂に関わる論点の整理にいち早く着手して
きた。『地域福祉研究』に所収された論文「こども食堂
の過去・現在・未来」（「研究②」）等では、社会活動家
の立場から現場の動向や課題を中心にこども食堂の意義
や論点を包括的にまとめている（湯浅 2019）。一般向け
に発信された湯浅の記事の多くは（本稿で抽出した）文
献資料には含まれていないが、その見解（e.g.「ケア付
き食堂」「共生食堂」）はレビュー論文でも頻繁に引用さ
れる等、こども食堂研究への影響力も大きい（e.g.湯浅 
2016*；2017*；2019；2020*；2021*；湯浅編 2020*）。
　上記の論文（湯浅 2019）で取り上げられる事柄や論
点は、こども食堂の社会的意義、起源、メディアの影響
や社会意識（地域の理解）、推進活動（中間支援活動）
の展開、地域交流拠点（多世代交流拠点）や貧困対策と
の関連、普及（箇所数）の実態とその要因、保健衛生環
境、安定的な運営、豊富な体験メニュー、個別支援機能
の強化、地域づくり（多世代交流、関連機関・団体との
連携・協働含む）、地域の関連機関・団体との連携・協
働等である。これをもとに、本稿では、居場所としての
機能と意義、個別支援（体験メニュー含む）、運営管理
（保健衛生環境含む）、実態（箇所数含む）、社会意識
（メディア含む）をトピックとして立てた。

Ⅲ．研究の動向

１．居場所としての機能と意義

　こども食堂の社会的意義は、その機能や役割に関する
説明をもって示されてきた（e.g.小嶋 2016；吉田 2016；
竹中 2018；室田 2016；2017；南出 2017；斎藤 2019；湯
浅 2019；松本 2020；阿部 2020；成 2020a；片平 2020）。
このなかには、こども食堂が相対的貧困の「実態と内実
を地域住民が知り、実感する場」や「地域のソーシャル
アクションを引き出すエネルギーを内包」する場（浅
井 2017：135）等といった識者の期待や解釈を含む様々
な見解が含まれているが、最も共通する用語はおそらく
「居場所」であろう。
　こども食堂運営者に対して実施した農林水産省（以
下、農水省）の全国調査における質問項目「主な活動目
的として意識していること」では、「生活困窮家庭への
子供への食事支援」（「とても意識している」55.5％）よ
りも、「多様な子供たちの地域での居場所づくり」（「と
ても意識している」78.8％）や「生活困窮家庭の子供の
地域での居場所づくり」（「とても意識している」60.8％）
の方が高くなっていた（農林水産省 2018a*：20；村山 
2019：34）3）。

　研究論文として最初に公表された吉田論文「子ども食
堂活動の意味と構成要素の検討に向けた一考察：地域に
おける子どもを主体とした居場所づくりに向けて」で
も、こども食堂の主要な機能のひとつとして居場所が挙
げられていた（吉田 2016：365）。また、村山（2019）
も、子ども・若者の居場所に関わる社会調査の結果を踏
まえ、「地域で子供・若者の居場所がもっと多様にあれ
ば、人とのつながりが強くなり、ひいては生活の充実度
や自己の将来像にも前向きになれる可能性」のあること
を指摘している（村山 2019：33‒4）。
　そのうえで問われるべきは、こども食堂における居場
所の特質についてである。レビュー文献においても「居
場所」の用語は頻繁に確認できるが、こども食堂におけ
る居場所の特質に焦点をおく研究は限られている。ま
ず、社会学の専門誌『ソシオロジ』に掲載された尾添論
文「居場所概念の再検討：子ども食堂における参与観察
をとおして」が注目に値する（尾添 2019）。尾添は、永
続性・継続性を前提した居場所ではなく一時的・流動的
居場所としてこども食堂を捉え、そのような居場所の構
成と現代的意義を明らかにしようとした。ある食堂の参
与観察を通して、こども食堂では、家庭での親子関係や
学校での教員・生徒関係に類似するコミュニケーション
や役割遂行のあることを指摘しつつ、それらはその場そ
の場限りの擬制的関係性であること、そのような関係性
によって構成される「他者とゆるやかな自由をもってか
かわり合う場」としての一時的居場所は流動化する現代
社会での孤立や排除のリスクに抗することができると解
釈した（尾添 2019：52）。
　同じ社会学者の成らは、こども食堂を「主にボランタ
リーな主体によって提供される共同体家族」と捉える
（成 2017：34）。そして、コミュニティ論やネットワー
ク論も参考にしながら、こども食堂は、標準的な家族形
態の代替ではなく、その家族と相補的に関係する第３の
居場所とする見解を示している（成・牛島 2018a：
175；179）。
　また、七星論文「『子ども食堂』と『居場所』論」は、
子ども支援や社会福祉に関わる他の居場所論を整理した
うえで、こども食堂は「学びや遊びなどの学校外の活動
を享受できる」ための生活支援の一環であり、食を媒介
として家族機能を補完する場であること、また、「参加
者と場の作り手の境界を融解し、関わる人の『居場所』
といえる場になる」特徴があることも指摘している（七
星 2019：24）。さらに、七星は別稿において食に関わる
先行研究や食堂運営者に対するインタビュー内容を踏ま
え、食に関わる共同体の最小単位である家族のあり様が



64

社会福祉研究　第23巻

揺らぐなか、食を通じた生活やケア文化を地域で継承
し、家庭単位で実施されていた生活経験を行う場として
の可能性をこども食堂に見出している（七星 2018：
18）。なお、七星はケア論の観点からも検討を進め、明
治期以降に構築されてきた近代家族の理想的な営みであ
る家族での食卓（共食）を、子ども食堂は家族という枠
から外に移動させる意味があると説く。そして、こども
食堂は、「ケアが家族に一元化することの弊害を緩和し、
『家族こそケアの「望ましい」場』という規範を相対化
させる可能性」があることを指摘している（七星 2020：
25）。
　なお、七星論文（2019）で指摘されていた「参加者と
場の作り手」の関係性の変容と「作り手」にとっての居
場所の可能性については他の論文でも言及されている
が、そこに焦点を当てた研究は見当たらなかった。
２．食

　こども食堂が「食堂」である限り、その食はこども食
堂を構成する不可欠な要素のひとつである4）。
　成論文「コロナ禍の子ども食堂：食卓をめぐるソシア
ビリテの変容」（『現代思想』所収）では、子ども食堂を
「食卓をめぐる新たなソシアビリテ」とみなし、その誕
生と変容を明らかにしようとする（成 2020a）。ここで
いうソシアビリテとは、「ある地域社会や社会集団にみ
られる人と人との結合関係、あるいは『おつきあい』の
様式」を指す（成 2020a：49）。また、コロナ禍におけ
る食料・食事配布の活動を通して、「共食の場をどうデ
ザインするか」（成 2020a：54）が問われていると指摘
する。
　こども食堂において提供される「食」それ自体に注目
した廣繁・高増（2019a）は、全国のこども食堂に対す
るアンケート調査（実施2017年７月～８月、対象200カ
所、回答102カ所）の結果を分析し、主食・主菜・副菜
の組合せ等に関する献立作成時の留意の有無によって料
理数に差があることを示した。また、食品の入手方法は
「購入」が多く食堂側の負担が生じているため、その負
担軽減を図る仕組みづくりの必要性を指摘している。こ
れに加え、日本の伝統的な料理や地域の食文化を反映し
た料理の提供から食育の場としての可能性があること等
にも言及している（廣繁・高増 2019a）。
　また、小林・井元（2019）は、食堂運営者に対するア
ンケート調査とインタビュー調査（実施2017年８月～
2018年２月、対象８団体）を行い、寄付食材の活用に
よって利用料金の低価格化やメニューの多様化につな
がっていることを指摘した（小林・井元 2019）。
　コロナ禍以前の食事の提供方法については、吉田・鈴

木の研究（2018）がある。吉田・鈴木は、愛知県の食堂
17カ所に聞き取りを行い、かつ会場の寸法測定や平面
図作成を実施した（実施2017年７月～９月）。結論とし
て、面積と平面構成、施設の性質が運営方式（入れ替え
食事、サービス配膳等）の決定に影響すること、施設の
種類以外に食堂の目的意識も運営方式に影響すること等
を指摘している。
　また、食を「場所に集う人たちをつなぐツール」（河
村 2018：88）、つまり手段として活動の軸に据え、後述
する地域づくりや個別支援の展開の繋ぎとして意味づけ
ることもできる。例えば、こども食堂の食に関わる一連
の過程（食材の生産・調達、献立作成、調理、配食配
膳、片付け）に子ども等の参画・協働の在り方を論じる
余地もある（加藤 2019；湯浅編 2020：67‒9：106‒9）。
　なお、成が指摘したようなコロナ禍にける食事提供方
法の変化にかかる意義や課題についての学術的検討は確
認できなかった。また、食中毒や食物アレルギーに関し
ては運営上の課題とも関わるが簡単に触れられる程度で
あった（e.g.大西 2018：104；2019:6；栗山 2020：45）。
３．地域づくり

　こども食堂の主要な目的のひとつは、地域づくりにあ
るといわれる（湯浅 2019：18；湯浅編 2020*：24‒5）。
レビュー論文においても、食堂のある地域の便益・効果
に関連する言及や指摘は散見される（e.g.志賀 2019；
佐藤・林・谷口 2018；片山 2019；松田・陣内 2019；
町田・長井・吉田 2018b）。レビュー論文以外でも、「子
ども食堂にみられるような、家族の枠を超えた食のあり
方は、人と人の交わる公共空間を活性化し、さらに創造
していくポテンシャルを内包している」等と評される
（藤原 2020*：21）。
　地域づくりに関わる文献資料として、まず松田・陣内
（2019）の論文が挙げられる。松田・陣内は、県内の食
堂に対するアンケート調査や聞き取り調査を通して、
「地産地消の推進や子どもの経験の蓄積、多世代・多様
な人との交流ができ、利用者にとって、安心感のある居
場所となりつつある」とし、さらに「地域住民が子ども
食堂を利用することで相互にコミュニケーションを取
り、地域の中で『仲間意識』や『役割感情』を持てる人
が増え、地域コミュニティを形成することができる」と
の推測を示している（松田・陣内 2019：189）。また、
町田・長井・吉田（2018b）は、自記式調査票（実施
2017年３月、対象全国のこども食堂273カ所、回答120

カ所）によってこども食堂の効果に関する自由記述を分
析し、参加する子どもや保護者だけでなく、地域の交流
促進、孤立防止、子どもへの理解促進、地域活性化、防
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災時等の地域力の向上等についての指摘があったと記し
ている（町田・長井・吉田 2018b：233‒5）。
　一方、地域づくりの議論では福祉的側面を意識した見
解が少なくない。松本・河本（2019）は、奈良県におい
てアンケート調査（実施2018年８月～10月、対象39カ
所、回答26カ所）と運営代表者への聞き取り（８カ所）
を行い、農水省（2018*）の全国調査結果と比較しつつ、
「土日祝日の昼」開催の割合が高いことや、活動目的と
して「高齢者や障害者を含む地域の多様な人々との共食
の場」とする回答が高いことを指摘している。そして、
「こども食堂は『つながりの貧困』にアプローチした活
動であり、『人と人とのつながりの醸成の場』として機
能している」と述べている（松本・河本 2019：123）。
また、坂本・遠藤・鳥村・ほか（2019）は、学生による
アンケート調査（対象40カ所、回答28カ所）の結果を
紹介しながら、食堂の機能について検討を加え地域交流
の場としての意義を指摘している。
　志賀（2018*）は、地域社会に包摂的な仕組みをつく
り地域の福祉力を高める可能性のある活動としてこども
食堂を位置づけている（志賀 2018*：127）。佐藤・林・
谷口（2018）は、滋賀県で実践する中間支援活動や県下
の食堂の実態を踏まえ、子ども食堂が市民活動のプラッ
トフォームとなり多様なアクターを巻き込むことで地域
社会にインパクトを与え、地域づくりにつながることを
指摘する（佐藤・林・谷口 2018：105）。また、片山
（2019）は、特定の食堂を利用する20歳以上の者を対象
に質問紙調査（実施2019年１月、回答18人）を行い、
食堂の質的向上は食堂単体ではなく地域にある社会資源
との連携によって図られる必要があり、多機関・多職種
の関係者が集まれる地域のハブ的な役割を担うことの重
要性を言及している（片山 2019：25）。
　この地域づくりに関しては、地域の活性化に関わる議
論が限られていた。多世代交流についても同様であり、
たとえ言及されたとしても福祉的側面（後述する個別支
援に資する側面）が意識される傾向にある。
４．個別支援

　ここでいう個別支援とは、子どもを始めとする参加者
の利益になる様々な（物質的・非物質的な）方法での働
きかけを想定している。子どもの貧困の文脈からみれ
ば、個別支援は貧困問題の改善や予防に関わるが、貧困
に起因する諸課題への取り組みも含まれる。
⑴　困難を抱える子どもへの支援

　農水省の全国調査では、困窮状態にある子どもへの支
援に対する運営者の意識は高く（農林水産省 2018a*：
20）、政府も子どもの貧困対策の文脈にこども食堂を位

置づけている（内閣府 2020*；2021*）。一方、「こども
食堂は貧困対策ではなく居場所づくりである」等という
主張は、「貧困対策」として認知されると子ども等から
忌避される問題の回避を狙っているのであり、貧困状態
にある子どもの参加を認めないことを意図するものでは
ない。
　こうした困難を抱える子どもの支援について、白井論
文（2018）では、こども食堂の運営者が「来てほしい子
ども」を「気になる子ども」と換言し、貧困や虐待のリ
スク、家庭・学校からの孤立等の困難さを地域のなかで
抱えている子どもとみなす（白井 2018：24）。そして、
こども食堂は、貧困や虐待の予防ないし当該リスクの早
期発見を期待できる場とする。また、リスク・アプロー
チとポピュレーション・アプローチ、ユニバーサル・ア
プローチの考えを参照にしつつ、「来てほしい子ども」
に配慮したユニバーサル・アプローチをこども食堂の目
指すべき方向性として指摘している（白井 2018：27‒
30）。
　また、子どもの利用可能性の向上を図るうえでは、食
堂の数だけでなく所在地（地理的条件）も重要である。
迫田・吉川・讃岐（2020）は、自治体や食堂運営者（東
京都）へのアンケート調査やヒアリング調査を通して、
こども食堂の立地傾向を明らかにしている。そして、こ
ども食堂の立地には偏りがみられ「用途地域の観点から
は利便性があるもののメインストリート以外のより地価
が安い場所への開設が多い」ことが分かり、その結果と
して生じる食堂の空白地帯の方が「推定相対的貧困率」
が高いこと、そのために徒歩圏での利用が困難になるお
それがあることを指摘した（迫田・吉川・讃岐 2020：
2667‒8）。
　食堂に参加した子どもへの関わりについて、濱田
（2017）は、自らが関わる食堂を事例として検討を進め、
湯浅のいう「共生食堂」については地域の居場所となり
参加者が多様化する反面、「子どものためという色合い
は薄くなり、『子どもが主体となる空間』になりづらい」
と指摘する（濱田 2017：126）。一方、共生食堂でも個
別ケアに取り組むことがあり、ソーシャルワークに関す
る知識が支援者にあることが望ましいという。また、
「ケア付き食堂」については、行政・学校との連携が看
取できるが、責任の所在の明確化を含め支援システムの
構築が必要になることを指摘している。
　教育学者の柏木（2017；2019）は、困難を抱える子ど
もに焦点をあて、インタビューやフィールドワークと
いった質的調査を実施した。そして、調査した食堂では
子どもと大人のあいだで「対等で受容的な信頼のあるつ
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ながり」によって支援－被支援関係を乗り越える子ども
の参加が確認できたこと、そのために福祉の実践知・専
門知のある支援者の関わりや子どもの親密圏の創出、自
らの価値観や力関係に対する支援者自身の内省的な姿勢
が重要になると説く。
　福祉の実践知・専門知のあるソーシャルワーカーとこ
ども食堂との関わりについての議論はいくつかある
（e.g.白井 2018；幸重 2018；志賀 2019）。スクールソー
シャルワークの実践家として知られる幸重は、所属する
民間団体で2010年に始めたこども食堂と同様の実践（当
時はこども食堂という名称がなかった）の成否やその課
題、コミュニティ・ソーシャルワークの技能・経験を活
かした滋賀県の社会福祉協議会（以下、社協）による中
間支援活動等の展開を説明している（幸重 2018）。そし
て、「従来の専門家による課題別窓口や振り分け型の支
援ではなく、子ども自身を中心にとらえ、その子どもが
暮らすまち（地域）で、子ども（家庭）が抱える課題の
解決に向けてインフォーマルな支援も含めて取り組む
ソーシャルワーク実践」（「まちの子どもソーシャルワー
ク」）を提言している（幸重 2018：52）。なお、レビュー
論文ではないが、コミュニティソーシャルワーカーが関
わる社協主催のこども食堂の実践を記述し、ソーシャル
ワーカーが子ども食堂に関わることの意義について言及
している論文もある（加藤 2018*）。
　また、子どもの貧困対策に対するこども食堂の機能
は、貧困への事後的対応ではなく、事前の予防にあると
の指摘がある（湯浅 2019：20；湯浅編 2020*：26；湯
浅 2021*：142‒3）。この予防的な観点は田中（2019）も
強調するところである。田中は既存の調査・議論や独自
の郵送質問紙調査（実施2017年８月、対象342カ所、回
答154カ所）を踏まえ、こども食堂は「貧困を背景とし
て現れる不登校や低学力」「親からの虐待」等の「問題
を予防する場」（田中 2019：205）であり、「孤立を予防
し、社会関係を拡げる可能性がある」（中田 2019：216）
ことを指摘している。ただし、貧困の予防
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自体については、その他の研究論文でもほとんど扱われ
ていない。
⑵　体験・教育的側面

　こども食堂は、異なる世代の参加者との交流や食事以
外の何らかのプログラム等の機会を提供することがあ
る。このような経験・体験によって、子どもであればそ
の非認知能力の向上が期待される（湯浅編 2020*：26）。
子どもの居場所論に詳しい阿比留は、こども食堂をはじ
めとする食を通した地域活動は、福祉的側面だけでな
く、学校教育での定型的な学びとは異なる不定型・非定

型の学びが期待でき、「教育福祉」として位置づける見
解を示している（阿比留 2017：88）。
　2018年に農水省がこども食堂を「食育」に位置づけ
た事例集を公表したように（農林水産省 2018b*）、こど
も食堂で提供される食と食育を関係づける言及は散見さ
れる。しかし、食育に焦点をおく研究は限られている。
その研究成果のひとつにあたる廣繁・高増論文（2020）
では、無作為抽出により選定した全国の食堂200カ所に
対するアンケート調査（実施2017年７月・８月、回答
102件）の結果を踏まえ、約75％の食堂で食育が行われ
ていたこと等を明らかにした（廣繁・高増 2020：89）。
そして、食育の在り方については、押し付けず、活動の
なかで自然に理解・習得することを重要な視点として示
した（廣繁・高増 2020：94）。
　また、川瀬・杉岡・車田・ほかの論文（2020）では、
所属大学がこども食堂を開設し、学生とともに共食や食
育、遊びを通して多世代交流を推進する実践（開催２

回）を報告している。なお、この取り組みは、産学官連
携協定による地元の野菜のブランド化の周知も兼ねてい
る。
　食育以外にも体験や教育に関わる研究成果がいくつか
ある（e.g.佐藤 2017；2018b；吉岡・斉藤 2019；田中・
古里・斉藤 2019）。例えば、吉岡・斉藤（2019）は、あ
る食堂で実施したインタープリター（「森（自然）と人
を仲介して自然のことを解説する人」（吉岡・斉藤 
2019：48））による自然体験活動の成果とこども食堂の
可能性をまとめている。参加者へのアンケートや運営者
へのインタビューを踏まえて、食堂活動のなかに自然体
験活動を組み込むことで子どもの「生きる力」の獲得を
促し、ひいては郷土愛や自己肯定感につながることが期
待されると述べている。また、田中・古里・斉藤（2019）
は、自然活動や平和教育等の特徴的な活動を行っている
鹿児島県の実践を紹介している。
５．運営管理（保健衛生環境含む）

　こども食堂の運営管理に関わる調査研究は比較的多
い。その研究は、運営全体を俯瞰するものと、運営のい
ち局面に焦点化したものに大別できる。
⑴　運営全体の枠組み

　運営過程全般を捉えようとする岩本・尾形・梶・ほか
（2020）は、運営過程を準備期、広報期、実践・評価期
（実践初期・実践中期・実践後期（継続期））に分け、そ
れぞれの特徴や課題をまとめている。また、ひとつの食
堂が別の食堂の設立に影響を与え普及していく過程につ
いても説明している（岩本・尾形・梶・ほか 2020：
34）。
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⑵　立ち上げに関する注目

　運営過程の局面に注目するものとしては、まず中西論
文が挙げられる（中西 2020）。中西は、草の根の実践者
（近藤博子氏・山田和夫氏）がこども食堂を始めるまで
の過程について、エンゲストロームが定式化した拡張的
学習の枠組み（新しい実践活動を創造する協働学習に関
わる活動理論）で説明している。
　また、菅原（2020c）は、継続的な運営体制を構築す
るまでの地域主体間の連携を明らかにしようとする。５

つの事例を踏まえて、設立時による委員会の設置の有
無、地域主体間での役割分担と資源の相互補完、適切な
タイミングでの関わりの３点を連携が成立するポイント
として挙げている（菅原 2020c：85）。
⑶　継続的な運営に関する議論

　運営管理に関わる議論のなかでも、運営の継続に焦点
をおく研究論文が最も多い（e.g.町田・長井・吉田 
2018a；廣繁・高増 2019b；小林・井元 2019；菅原 
2020a；2020b；岩垣・長瀬・扇原 2020；熊谷 2020；沖
本 2020）。
　定性調査による研究を行った菅原（2020b）は、北海
道内で２年以上の運営実績がある６カ所の食堂運営者に
インタビュー調査を実施し、食堂の継続要因として①開
催場所の安定的な確保、②食材の安定的な寄付、③行政
支援、④地域住民等の協力、⑤迅速な意思決定、⑥社協
の支援、⑦スタッフの高い自由度、⑧スタッフの明確な
役割分担を挙げた（菅原 2020b：２：10）。また、岩垣・
長瀬・扇原（2020）は、埼玉県所沢市にある８カ所の食
堂の運営者に対するインタビュー調査を実施し、持続可
能な運営方法については食堂の食事提供機能・居場所機
能・情緒的交流機能（吉田 2016）を担える適材適所の
スタッフの配置と協力の重要性を指摘している（岩垣・
長瀬・扇原 2020：33）。この他、継続的運営のために参
加者の主体的な活動を促す工夫についての言及がある
（沖本 2020：181）。
　定量調査を実施した研究成果もある。町田・長井・吉
田（2018a）は、全国の食堂運営者に対して自記式調査
票を用いた質問紙調査を実施（実施2017年３月、対象
273カ所、回答120カ所）し、持続的な運営のためには、
スタッフや資金、食材の確保、助成金の情報提供、公共
施設の優先的利用、官民連携、食堂同士の連携等が重要
であることを指摘している。
　また、廣繁・高増（2019b）は、全国のこども食堂に
依頼したアンケート調査（実施2017年７月～８月実施、
対象200カ所、回答102カ所）の結果を分析し、運営状
況が「良い」食堂は、事業目標の達成度や補助金等の利

用経験、スタッフ数等が高く（多く）、逆に「困難」な
食堂はそれらが低い（少ない）ことを指摘した。また、
継続運営のためには、「代表者やスタッフによる意識の
共有」や「幅広い年齢層が継続して活動できる組織づく
り」等の重要性も挙げている（廣繁・高増 2019b：310）。
　さらに、熊谷（2020）は、農水省が実施した全国調査
データ（実施2017年、回答274件）の二次分析を行い、
地域の援助や立地、開催頻度の違いを考慮して食堂運営
にかかる供給制約要因5）を検討した。そして、自治体か
ら助成金を得た団体が食堂の利用料金を低くしているこ
と、食堂利用の有料化は利用対象者を制限しないことに
よる利用者数増加の効果を相殺することを指摘した（熊
谷 2020：365）。
　このように運営の継続に影響する要因が数多く指摘さ
れているが、単なる継続（運用期間）ではなく、熊谷が
注目するように、何らかの「効果」「成果」と関連する
運営の継続要因を検討する余地は大きい。なお、上記以
外にも、互いの「ノウハウ」を学び合う「スケーリン
グ」戦略の必要性に関する言及もある（小嶋 2016：49‒
50）。
⑷　運営者・スタッフ

　こども食堂の実践的意義のひとつとして、運営者に
とっての「場づくり」という経験（民主主義の実態的な
学び）が挙げられるように（南出 2017：65）、運営に関
わる人々に着目した議論を深めることもできる（e.g.町
田 2019；町田・長井・吉田 2019；沖本 2020；織田・
松島・稲垣 2020）。
　町田・長井・吉田（2019）は、自記式質問票による横
断調査（実施2017年３月～５月、対象273カ所、回答
117カ所・386人）の結果を分析し、スタッフの活動主
体性は活動満足感と有意に関連している反面、活動負担
感は有意な関連がないことを指摘した。そして、活動満
足感を高めるために研修の実施が有効であることを指摘
している。
　また、運営スタッフのボランティアのなかでも、学生
を対象とした調査結果をまとめた論文がある。例えば、
織田・松島・稲垣（2020）は、食堂でのボランティア参
加者に対する質問紙調査（実施2019年12月、回答21名
（学生））とインタビュー調査（実施2020年１月、回答
２名（学生））を実施し、ボランティア活動を経験が当
該ボランティアの自己変容に対する（当該ボランティア
の）意識を明らかにした。そして、食堂に対するイメー
ジの積極的な変化、今後の活動への参加意欲等、自己意
識の変容があったことを指摘している。
　なお、こども食堂の運営スタッフとして関わる学生へ
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の教育効果に関わる見解も示されている（e.g.神谷 
2019；中尾 2019；加納 2020；石橋・脇野・金澤・ほ
か 2020；増田 2020）。
６．実態調査と意識調査

　ここでいう実態調査とは、特定の専門領域の理論仮説
に大きく依拠するのではなく、むしろ基礎的な情報を収
集するための定量調査及び定性調査を指す。なお、こど
も食堂の認識を把握する意識調査は、便宜的に実態調査
とは区分した。
⑴　子ども食堂の運営や活動に関わる調査

　レビュー論文でみられる実態調査は地域を限定した定
量調査が多い（大西 2018；2019；伊藤 2019；松本・河
本 2019；坂本・遠藤・鳥村・ほか 2019；奥山・保井・
前野 2019；辰巳 2019；松本 2020；藤田・中谷・平
川・ほか 2020）。まず、大西論文（2018；2019）では、
九州７県の食堂に対するアンケート調査（実施2018年
２月～３月、対象211カ所、回答52カ所）行い、設立年、
参加費、対象範囲、開催頻度、参加人数、連携状況、課
題等を把握している。連携については、参加する子ども
を専門機関につなげた経験は９割がなかったこと、課題
としては「来てほしい家庭の子どもに来てもらえない」
との回答が７割強で最も多かったこと等を挙げている。
松本（2020）は、湯浅の類型論を再検討し、自らのアン
ケート調査を踏まえて「子ども預かり型」「地域交流型」
「課題発見型」「課題解決型」の役割分類を示している
（松本 2020：152‒4）。また、子どもの参加者を対象とし
た調査はほとんど見当たらないが、例外として、参加す
る子どもに「こども食堂のよいところ」や「やりたいこ
と」を尋ねているアンケート調査がある（伊藤 2019：
1‒9）。なお、奥山・保井・前野（2019）では、既存の地
域調査（「大田区子どもの生活実態に関するアンケート
調査報告書」（2018））におけるこども食堂関連の回答に
注目している。
　質的調査やそれに類するものとしては、沖縄県や宮崎
県、静岡県、青森県等のこども食堂についてのフィール
ドワークや実践の紹介・報告がある（e.g.篠原・花牟
禮 2018；安福・森本・前田 2018；佐藤 2017；2018b；
田村 2018；石坂 2019；松永・角替 2019）。このなかで
も安福・森本・前田（2018）の研究はオリジナリティが
高い。安福らは、愛知県と東京都の食堂を訪問して空間
実測調査を実施し、運営主体（個人・団体・宗教法人）
と空間の特徴（飲食店・公共施設・個人宅・団体施設・
宗教施設）からこども食堂を７種類に分類して各特徴を
記述し、こども食堂の実態を捉えようとしている（安
福・森本・前田 2018：33）。類似の観点からの研究成果

は、日本建築学会関連の報告集で取り上げられている
（e.g. 甲・張 2020；松下・鈴木 2020；角地・野沢 2020）。
なお、利用する子どもにとって居場所となっているかど
うか、子どもからみた実態の把握を試みる調査研究もあ
る（安福・前田 2019）。
⑵　多様な運営主体の実践

　こども食堂の運営は誰でも始めやすい活動といわれ、
概して、社会的活動の経験蓄積が少なく組織運営の安定
性も高くはない任意団体や特定非営利活動法人の参入が
期待される。一方、社会的活動の経験蓄積があり安定的
な組織形態のある団体がこども食堂の運営主体となるこ
ともあれば、何らかの方法で運営に協力することもあ
り、そうした観点から特定の業界や組織の活動実態に焦
点をあてた論文がある。
　まず、農業協同組合（Japan Agricultural Cooperatives,

以下 JA）の取り組みについての継続的なレポートがあ
る（福田 2017；2019；2020）。福田は、食堂に関わる
JAの動向とその意義に注目し、食材提供を中心とする
協力状況や、生鮮食料品を提供できる JAの強みに言及
している。また、JA女性部の取り組みも紹介しつつ、
その運営が JAのみで完結するのではなく地域の様々な
協力によって支えられており、安定的な継続のためには
「地域の中での連携の輪を広げていくことが重要」であ
ることにも言及している（福田 2019：35）。さらに、資
料検索や関係者からの聞き取りを継続し、子ども食堂に
関わる JAが急増していること、その関わりとしては８

割が食材提供であるが、２割は食堂運営や食育、フード
ドライブ等を行っている実態を報告している。
　様々な組織がこども食堂の運営に関わるなかで、大学
組織の取り組みに関する報告は比較的多い（e.g.松岡 
2017；佐藤 2017；落合 2018；岩本・尾形・吉田・ほか 
2019；裵・石橋・ヴィラーグ・ほか 2019；加藤 2019；
石橋・脇野・金澤・ほか 2020；川瀬・杉岡・車田・ほ
か 2020・杉原 2020）。例えば、名寄市立大学（北海道）
の実践は松岡等によって継続的に報告されてきた（松
岡 2017；2018；松岡・小野川 2019）。人口規模３万人
に満たない地方都市における活動の展開に着目し、プラ
イバシーが問題化しやすい地方都市にあって、スティグ
マを与えない取り組みになるよう配慮した実践や、大学
の部署が関連機関・団体のコーディネートを担い、連絡
調整等を行うことで多機関・団体の連携が円滑になった
こと等が記されている。また、飛翔大学（北海道）の実
践に関わる報告や論稿も複数発表されている（岩本・尾
形・吉田・ほか 2019；尾形・岩本・梶・ほか 2020；岩
本・尾形・梶・ほか 2020；岩本・尾形・吉田・ほか 
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2020）。
　この他、生活協同組合等の取り組み（伊藤 2019；近
藤 2019）、協議会型住民自治組織にあたる振興会の関わ
り（深川 2020）、被差別部落での教育やまちづくり実践
の経験がある一般社団法人によるこども食堂の運営（岡
本）、寺院によるこども食堂の実践（伊藤 2018）等に関
するレポートがある。
　なお、全市区町村社協に対する活動調査（時期・2019

年６月～2020年１月）の結果をみると、「子どもや子育
て家庭を対象とした事業」のなかでは、「その他」を除
くと「食事サービス・子ども食堂」（175カ所、11.6％）
が最も多い（社会福祉法人全国社会福祉協議会・地域福
祉推進委員会・全国ボランティア・市民活動振興セン
ター 2020*：104）。こうした社会福祉法人の取り組みに
注目したレビュー論文は見当たらなかったが、施設を運
営する社会福祉法人は調理設備や食事の場所を自前で確
保していることが多く今後の動向が注目される。この
他、こども食堂の運営に貢献する企業の取り組みに焦点
を置く議論もほとんど進んでいない6）。
⑶　認識

　「地域の理解」は、こども食堂の実践者にとっての主
要な課題のひとつである（e.g.湯浅 2016*；湯浅 2019）。
この理解、あるいはこども食堂の認識はしばしば個別の
経験や印象から捉えられるきらいはあるが、これを客観
的に把握するものが意識調査である。
　レビュー文献では黒谷らの論文がある（黒谷・新杉・
千葉・ほか 2019）。小・中学生の保護者を対象としたイ
ンターネット調査を実施（実施2018年10月実施、対象
保護者3,420人）し、約７割の保護者がこども食堂を認
知しているが、実際の利用は１割弱であること、子ども
行かせてみたいと思うとの回答は５割強にとどまり、行
かせてみたいと思わない理由については食堂利用に関わ
るネガティブな認識のあることを示した。この結果を踏
まえ、メディア等の活用によるポジティブな認識の定
着・普及や、官民連携による食堂へのアクセス整備の必
要性を提言している（黒谷・新杉・千葉・ほか 2019：
601）。なお、文献資料として抽出されなかったが、イン
ターネット調査や子どもを対象とした調査結果は別の資
料で公表されている（株式会社朝日学生新聞社 2018*；
一般社団法人日本老年学的評価研究機構 2019*；株式会
社インテージリサーチ 2019*）。
　メディアについては、こども食堂を取り上げる新聞記
事の推移等が早い時期から取り上げられてきた（吉田 
2016；松本 2020：142）。主要各社の新聞を包括的に取
り上げた成論文では、朝日新聞や読売新聞の記事が多

く、特にコロナ禍では著しく増加していることを示した
（成 2020a：50‒1）。ただし、記事内容の詳細にまで立ち
入った研究はない。
⑷　海外の動向

　レビュー論文では、日本のこども食堂に類似する海外
の取り組みについての言及も確認できる。なかでも、韓
国で90年代後半から貧困家庭の子ども等への食事支援
を始めたゴンブバン（学習支援）活動に注目した権
（2019）の見解は興味深い。ゴンブバンは2000年代前半
になると地域児童センターとして制度化されたが、「制
度化によって量的に増え、普遍的な支援としての性格を
強めたが、一方では支援内容が画一的になり、地域やセ
ンターの独自性が希薄になった」という指摘があるとい
う（権 2019：63）。韓国以外では、ドイツのライプツィ
ヒの活動（佐藤 2018a）やイギリスの Holiday clubs（熊
谷 2020：364）等が簡単に紹介されている。
　海外の実態や研究成果のレビューを踏まえたこども食
堂の国際比較研究等は今後の進展が期待される。

Ⅳ．若干の考察

　ここではレビュー論文において論じられた部分と論じ
られていない部分の両面についてトピック横断的な観点
から若干の考察を加えておきたい。
　第一に、論じられた部分に着目しよう。まず、全般的
な特徴のひとつは、地域性と専門性の幅の広さである。
子ども食堂が全国的に広がることで、全国各地の研究者
がこども食堂に足を運び、フィールドワークや調査等を
実施できる状況になっている。また、社会的な注目が高
いうえ、制度的な制約はなくアクセスの敷居は低い。さ
らに対象（参加者）と方法（活動内容）の多様性がある
ため、様々な専門領域からの接近が可能になっている。
これは、関連する他の現象、例えば学習支援事業や冒険
遊び場（プレーパーク）等が持ち合わせていない特徴で
ある。様々な地域にいる様々な専門領域の研究者の取り
組みが、研究内容の幅の広さにつながっている。もちろ
ん、前提として、こども食堂それ自体に対する研究蓄積
が少ないために研究の独自性や新規性を示しやすいこと
もあるだろう。
　次に、論じられた内容をトピック間でみると、研究成
果が比較的多いトピックは運営管理であった。これは、
調査の実施にあたり運営者やスタッフの協力を得ること
が比較的容易であること、どの地域のどのようなこども
食堂であっても運営管理は共通する課題になり得るこ
と、様々な専門領域でも何らかの関連を見いだせること
（e.g.食育の継続的な実施のための運営管理の安定、個
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別支援の継続的な実施のための運営管理の安定）といっ
た理由が考えられる。また、大学や学生に関わる研究論
文も比較的多かった。これは、大学等に籍をおく研究者
自身が大学運営や教育活動の業務の一環で関わるため、
やはり調査等の容易さが背景として考えられる。
　第二に、論じられていない部分に着目してこども食堂
研究の特徴を検討する。まず、こども食堂の事例や逸話
には事欠かないが、その特徴を一般化できるような（全
体を代表できるような）「エビデンス」がないことを指
摘しておきたい。しばしば参照される農水省の全国調査
（2017年実施）の回答者数は274件に過ぎない（農林水
産省 2018a*）。この点については、従前より、運営の形
態や規模も異なる団体が試行錯誤を繰り返しているため
「捕捉しきれない」（志賀 2018：124‒5）側面があると指
摘されていたものの、エビデンスがつかめないことはそ
の箇所数が5,000カ所近くに増えるなかで一層大きな課
題になる。この状況下では、こども食堂の研究を進めて
も、そこで示した知見がこども食堂一般の説明として妥
当といえるのか十分に判断・評価することも難しい。つ
まり、民間中心で制度的制約がないゆえの多様性と可変
性が、こども食堂一般を想定した議論を展開するうえで
は枷となり得る。例えば、こども食堂の社会的意義を論
じる場合であっても、どのようなこども食堂を念頭に置
いているのか、想定しているこども食堂が適切なのか、
曖昧なことも多い7）。
　また、複数年にわたり継続して研究成果を公表してい
る研究者は、一部の例外（e.g.成 2020a）を除き、ほと
んどいない。加えて、上述したような専門性の幅がある
ために、それぞれの専門領域の関心や理論仮説、知識体
系が異なっている。このため、従前の先行研究で残され
た研究課題に取り組み、その課題を後の研究が取り組
む、というサイクルが構築されにくい。論文数が増えて
も、知見の積み上げ・蓄積がみえにくい、ともいえる。
　さらに、特定のトピックに研究成果が多いことは、裏
を返せば、別のトピックでの研究成果は少ないことでも
ある。研究が進まないトピックについては次の指摘がで
きる。ひとつは、一部のトピックや論点は特定の専門領
域との関連が強いため、関わる研究者も限定されること
である。例えば、提供される食の在り方（栄養学や家政
学）や困難のある子どもへの支援（社会福祉学や教育
学）である。これらは、いくつかの貴重な知見が示され
ても（上述した理由で）「単発」に終わり、継続的な論
考が必ずしも担保されていない。もうひとつは、どの専
門領域でも研究として扱いにくいトピックや課題であ
る。例えば、保健衛生環境はこども食堂全般に関わるト

ピックであるものの研究対象からは漏れている。
　このようにみると、多様で可変的なこども食堂が全国
的に急増する状況があるからこそ、地域性に富み幅広い
専門領域からの研究論文が増えているが、同様の理由
で、全体を説明するデータの収集が追い付かず、主要な
トピックのなかで議論の多寡が生じ、研究成果の積み上
げが見えにくくなっている、といえる。

Ⅴ．おわりに

　本稿の目的は、こども食堂に関わる研究成果の全体像
を明らかにすることであった。このために、2020年ま
でに公表された100本程の論文を概観した。本稿で得ら
れた主な知見は以下の通りある。
　まず、多様な形態で運営されるこども食堂の全国的な
広がりを背景に、様々な地域の研究者が地域のこども食
堂を取り上げていた。また、研究者の専門領域は幅広
く、こども食堂への研究アプローチも多様であった。さ
らに、こども食堂に共通するトピックや研究者のアクセ
スが容易な調査研究の成果が比較的多くなっていた。一
方、特定の専門領域がアプローチできるトピックは研究
成果が少なくなっていた。また、継続的に取り組む研究
者は限られていることに加え、それぞれの専門領域では
基盤となる知識体系が異なるため、研究成果の積み上げ
が現状では明瞭に看取されないことも分かった。
　以上が本稿で得た主な知見である。最後に、今後の研
究の発展に関するインプリケーションをひとつ挙げてお
きたい。現時点でも、こども食堂をテーマとした科研の
研究や学会誌の掲載論文が漸増していることは事実であ
り、このまま推移すれば、各専門領域における研究成果
の蓄積は一定程度進展するものと思われる。一方で、各
領域に共通して決定的に不足するものは、多様で可変的
なこども食堂の全体的な特徴を示せるデータである。こ
ども食堂全般を語ることのできるデータは、いずれの専
門領域の議論にも共通して必要となる基盤情報である。
現状ではこども食堂の逸話や事例、質的な調査研究が多
く、定量調査であっても回答数が数百件程度に限られて
いる。このため、こども食堂の「全体」を推測できる規
模・方法の定量調査の必要性は高い。もちろん、こうし
た基盤情報は実践的・政策的な価値もある。関係者の協
働による継続的な大規模調査の実現を期待したい。

後記

　脱稿後に新しい全国調査の結果が公表された（新保 2021）。この
ような調査の継続的な実施が求められる。
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注

１） 科学研究費助成事業データベースで「子ども食堂」「こども食
堂」「子供食堂」を検索した（2021年６月25日現在）。

２） なお、参考までに、こども食堂を見出しとする新聞記事の推移
と比較すると、新聞記事は2016年に急増し、文献資料も研究以
外の「その他」は2016年の増加率が高い。一方、研究論文（「研
究①」「研究②」）が増加する時期は2017年以降であり、研究で
はない文献資料・記事とは時間差のあることが窺える。

３） 内閣府は、子どもの居場所を「家でも学校でもなく自分の居場
所と思えるような場所」とし、2017年度から居場所づくりを支
援する全国自治体の情報を収集・公表している（内閣府 2020*）。
その居場所には、こども食堂だけでなく学習支援を含む官民の活
動が想定されている。

４） 現代社会と食の有り様に関わる論考や評論のなかでこども食堂
が取り上げられることもある（e.g.湯澤 2019*；藤原 2020*）。

５） 「供給制約要因」とは、食堂の「運営者にとって、食堂におい
て食事を提供する際、もしくは学習支援サービスを提供する際に
制約となる要因」を指す（熊谷 2020：357）。

６） こども食堂と企業の「協働」に関わる公共政策の展開について
は拙稿（野田 2021*）を参照されたい。

７） また、新規の現象を研究対象とする場合は類似する国内外の現
象に関する研究成果を参照して検討を進めることもできる。しか
し、こども食堂については海外の類似の事例や研究成果が未だ十
分に把握できていない。国内の過去・現在において類似する側面
のある実践はあるものの、その類似性はこども食堂の多様な側面
の一部に過ぎず、それらの研究知見も部分的な参考に留まる。
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